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１ はじめに

仙台市では平成１６年度から４年にわたり，宮

城県の研究主題「生活にいかす力を育てる指導法

の工夫」と同一の研究主題として 「これまで培，

われてきた力を生活の様々な場面で積極的に活用

できるようにする」という部分に視点をあて，授

業研究を中心として研究を進めてきた。

今年度からはこれまでの研究を踏まえ，身につ

いた「生活にいかす力」を，さらに自分なりに生

活をよりよい方向に変えることができること，ま

たは変えようとする意欲を育てることが必要であ

ると考え，県の研究主題「よりよい生活のための

実践力を育てる工夫」を受け，副題を～実態調査

と授業づくりをとおして～として研究を進めてい

くこととした。

家庭分野Aにおいては，平成１７年に食育基本

法が施行され，食に関する指導の充実が求められ

ていることから 「食」を中心として研究を進め，

てきた。食育基本法の前文では，経験を通して

「食」に関する知識と「食」を選択する能力を取

得し，健全な食生活を実践することができる人間

を育てることが求められている。技術・家庭科に

おける授業をとおして，生徒に食生活に関する意

識を改めて高めさせ，よりよい生活のためにどう

あるべきか，何ができるかを考えさせながら，生

涯を通じ豊かな食生活をめざして実践する力を育

てていきたいと考えた。

２ 研究のねらい

よりよい食生活を実践していくためには，学習

で得た基礎的な知識を生活と関連づけて理解させ

ること，食生活の自立に必要な実践的な知識と技

術を習得させることが大切である ，更に生活を。

見つめ，問題に気づき，どのように解決していけ

ばよいか，適切な思考力・判断力・表現力を身に

付けさせ，問題解決的能力や創意工夫する力を伸

ばすことで，よりよい生活ののための実践力が育

成されるものと考える。

（１）めざす生徒像

・食に関する基礎的・基本的な知識と技術を身に

つけている生徒

・食生活に関心を持ち，自分の食生活見つめ，学

んだことを生活にいかそうとする生徒。

・食生活の課題をみつけ解決しながら，よりよい

生活のために実践する生徒

（２）研究の仮説

・個人の実技テスト等の学習に意欲的を高める体

験や，家庭での体験の場を設定すれば，基礎的

・基本的な知識や技能を身につけさせることが

できるであろう。

・食生活の課題を見つける体験を取り入れたり，

問題解決的な学習の題材を構成することで，自

分の食生活を見直し，課題を見つけ解決しよう

とする生徒が育つであろう。

・自分の食生活と結びつけて考える体験や,学ん

だことをもとに工夫創造する学習の題材を構成

することで，実践的態度が身に付き，実生活に

おいて実践力を発揮する生徒が育つであろう。

３ 研究主題に沿っての具体的な手だて

（１）仙台市の研究

研究年限を３～４年とし，マネージメントサイ

クル P（Plan ，D（Do ，A（Act ，C（Check）） ） ）

にR（Research）を加え，実態把握をしながら研

究を進めることとする。昨年度までの研究内容を

踏襲し発展させた形の研究を基本とし，授業研究

を中心とした研究を進める。

①生徒の実態把握

題材を指導する上でのレディネスチェック，

生徒の個に応じた指導のための資料，学習の

事前・事後の変容を分析するために実態調査

（Research）を行う。



②題材の提案

実践的・体験的な学習の場面及び問題解決的

な学習の展開を踏まえた題材の設定をする。

③指導と評価の一体化

題材の評価規準と評価計画の一覧を作成し，

扱う題材において「よりよい生活のための実

践力」が身についたかどうかを分析，評価す

る。

④評価の工夫

・よりよい生活に関する意識，よりよい生活を

工夫する意欲について事前・事後の実態調査

から変容を分析する。

・よりよい生活に関する知識，理解やよりよい

生活を創造する工夫について，レポート，学

習プリント，自己評価カードを蓄積し，その

分析をもとに形成的評価を行う。

・作品やレポート，学習活動の観察からよりよ

い生活を築いていくための技能と生活を工夫

し創造する力が身についたかを把握する評価

を行う。

（２）家庭分野Aにおける研究

①生徒の実態把握

＊小学校での履修内容の確認（例：調理実習）

・卵料理（卵焼き，オムレツ，スクランブル

エッグ）

・いも料理（粉ふきいも，ポテトサラダ，

じゃがいものみそ汁：煮干だし）

・野菜サラダ（アスパラ，ブロッコリー等を

ゆでる）

・ご飯の炊き方 ・自由献立

＊生徒の調理実習で作ってみたいもの，習いた

いこと

・お菓子作り ・難しい料理

・家で作れる料理

・包丁の使い方が上手になりたい

・料理が上手になりたい

②題材設定,指導計画の作成にあたって

＊小学校での調理経験，生徒の興味・関心を考

慮した題材の設定をする

＊生徒一人ひとりに基礎・基本を身に付けさせ

るための実践的・体験的な学習活動をり入れ

た，評価指導計画の作成

＊生活への広がり，実践力を持たせるために

様々な調理方法を考えさせる題材の工夫

＊話し合いや相互評価の場面を設け，学び合い

の場を設定する

＊生活に目を向け，生活にいかす力をつけるた

めの，実践課題を指導計画に設定

指導計画例 題材 「食品の選択と調理」１８時間扱い （改訂前の学習指導要領において）

小 題 材 時 時 学 習 内 容 指導項目

数 間

１ 生鮮食品について知ろう １ １ ・生鮮食品と加工食品について理解する。 Ａ(２)ア

・生鮮食品を季節ごとに分類できる。

・食品の栄養的特質を理解し,生鮮食品の選び方，保存の仕

方を知る。

２ 表示から加工食品を知ろ ２ １ ・マークや表示やマークの見方を理解する。 Ａ(２)

う ・食品添加物の種類や使用目的，使われている食品例を知 アイ

る。

１ ・食品の安全性と問題点について話し合いを通して，食品

の選択について理解する。

３ 包丁を使ってみよう ２ １ ・衛生的で安全な作業をする上で注意することを知る。 Ａ(２)

「リンゴジャムを作ろう」 ・包丁を正しく使い，一人1個のリンゴの皮をむく。 アイウ

［ ］実技テスト

・リンゴジャムを作る。１

・計量器の扱い方を知り，正しく使うことができる。

４ 野菜を調理しよう ４ １ ・野菜のいろいろな切り方を知る。 Ａ(２)

１ ・野菜の調理上の性質を理解する。 アイウ

。・いろいろな切り方のきゅうりを使った調理計画を立てる



「きゅうりでいろいろな切 ２ ・一人１本のきゅうりでいろいろな切り方をする。

［ ］り方に挑戦しよう」 実技テスト

， 。・班毎にきゅうりを使った献立を考え 計画に調理をする

［ ］調理の工夫

５ 魚を調理しよう ５ １ ・旬の魚の特徴，調理上の性質を理解する。 Ａ(２)

１ ・いろいろな魚料理とそれぞれの調理方法の利点を知る。 アイウ

１ ・サンマの三枚おろしの仕方を知り，調理計画を立てる。

［ ］「サンマの三枚おろしに挑 ２ ・サンマの三枚おろしをする。 実技テスト

［ ］戦しよう」 ・自分たちの計画に従い 魚を調理する， 。 調理の工夫

６ 肉を調理しよう ４ １ ・肉の特徴と調理上の性質を理解する。 Ａ(２)

１ ・栄養バランスの良いハンバーグステーキの付け合わせを アイウ

考え，１食分の献立の調理計画を立てる。

「１食分の献立を考え， ２ ・計画に従い，ハンバーグステーキと付け合わせを作る。

［ ］肉の調理をしよう」 調理の工夫

［生活実践］＊ 家庭実践しよう ・家庭でいろいろな料理を作る。

③授業実践例

：野菜の調理授業実践例１

「きゅうりでろいろな切り方に挑戦しよう」

個人の実技テストと調理の工夫を取り入れて

＊一人１本のきゅうりで実技テスト

個人の実技テストの結果

６種類の切り方から５つの調理を計画し，一人

１品を担当し簡単調理をする

班毎の計画

実習ふり返り

いろいろなきゅうりの調理結果（５品）

乱切り 輪切り

（炒め物） (ポテトサラダ）

巻 き ず し

ひょうし木切り(みそ汁) せん切り(冷やし中華）



：魚の調理授業実践例２

「サンマの三枚おろしに挑戦しよう」

個人の実技テストと調理の工夫を取り入れて

＊栄養士とのＴＴの授業

授業の様子

サンマを使っ

たいろいろな

調理方法を班

毎に考え，計

画を立て調理

する

魚のいろいろな調理法の指導

サンマの調理参考レシピ

④生活にいかす課題の設定

保護者からの感想より

・包丁の持ち方が見ていて怖くなりましたが

前よりも手も大きくなり，力も強くなった

と感じました。このようなことが，全ての

料理につながるものだと思うので，これか

らどんどん作ってみてほしいと思っていま

す。

４ 成果と課題

一人ひとりの技能評価場面を設定することによ

り，学習に取り組む意欲を高めると共に，基礎的

技能の習得をさせることができた。また，班毎に

いろいろな料理を調べ，班で計画した調理に取り

組ませ，反省・評価し合うこという学びの共有に

より，考え工夫する力を育てることができた。栄

養士とのＴＴの授業においては，その専門性から

学びを広げることができ，また，プレゼンテーシ

ョンの工夫から，生徒の興味・関心を高め，理解

深めることができた。

これまでは授業づくりを中心とし，題材設定の

工夫，教材・教具の工夫・製作，ゲストティーチ

ャーの活用を試みてきたが，今後は，仙台市の研

究方針である，生徒の実態調査を進めながら，指

導による生徒の変容を分析し，指導法の工夫を重

ね，生活への実践力を育てていきたい。


